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本研究は，このような広域の地域構造と都市内部の空間形成史を一体的に読み解き，現代における空間改変
の意義を考察し知見を得ることを目的とする．イタリア北部に位置するロンバルディア平野は，古代に整備さ
れたエミリア街道を骨格とし，ポー川流域の水資源とアルピノの地形を基盤に形成され，19世紀の鉄道整備と
20世紀の高速道路導入により地域の流動原理が大きく変化してきた地域である．古くから交通の要衝であった
ボローニャの都市形成史をロンバルディア平野の地域構造との関連から読み解き，都市基盤に地域構造が影響
を与えていたこと，駅の開設に伴う歴史的中心部への影響を明らかにした．また現代における旧ナビレ港の空
間改変を考察し，地域構造から外れた密度の低い都市空間における空間改変のポテンシャルを読み解いた．

Key Words : Lombardy Plains, regional structure, urban form

1. 研究の背景と目的

広域都市圏のネットワークは陸路から河川，河川か

ら鉄道，鉄道から高速道路へと変容してきた．この変

化により，河川から都市へ接続する港や，陸路から荷

下ろしを行う市場は使われなくなり，都市内部の空間

価値も同時に変化してきたと考えられる．このような

広域の段階的基盤整備と地域構造，都市内部の空間形

成史を一体的に読み解くことで，現代における空間改

変の意義を考察し，歴史的遺構を活かした空間改変へ

の知見を得ることが本研究の目的である．

本研究の対象とするロンバルディア平野は，イタリ

ア北部に位置するポー川流域に広がる平野である．上

流にトリノ，ミラノという工業都市が立地し，下流には

海洋国家として栄えたベネチアがある．ポー川下流の

デルタ地帯と支流域には豊かな田園が広がり，有数の

稲作地帯となっている．ボローニャはロンバルディア平

野の南側に位置し，ベネチアとローマを結ぶ南北道と，

ミラノへ繋がる東西のエミリア街道の交点にあり，古

くから交通の要衝であった．しかし，市内に流入する

運河は暗渠となり，かつての市場は道路となっている．

ロンバルディア平野の交通の要衝であるボローニャは，

広域の流動原理の変化を大きく受けた都市であるとい

え，本研究の対象として適切であると考えられる．

2. 既往研究と本研究の位置付け

(1) ボローニャの都市空間に関する研究

ボローニャの都市計画については，Pier Luigi Cervel-

lati氏による研究 1)がある．これは，1960年代の歴史

的中心部再生に関するもので，その経緯や事業手法に

ついて詳しくまとめられている．歴史的中心部の保全

については，個々の建築物の歴史的意義を地区全体の

中で位置付ける視点が重要である．日本では同様の研

究を肥田ら 2) が行っている．

その他にボローニャの都市空間を形成する要素に関す

る研究として，三森ら 3)の研究がある．これはボロー

ニャの都市空間の特徴であるポルティコに関する研究で

あり，ポルティコ部分の所有権は住宅所有者にあり，利

用権は公共にあることを明らかにしている．また，1088

年に世界初の大学として設立されたボローニャ大学の

空間特性については，山崎ら 4)の研究がある．これは

市街地に分散する大学敷地の経緯と，外部への空間開

放に着目してその敷地の類型化と集積のパターンを考

察したものである．これらの空間特性について，都市

空間をグラフ表現し解析したPorta et al.5)の研究では，

ネットワーク解析手法によって抽出したポテンシャル

の高い街路と店舗の集積する街路が一致することを示

している．
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(2) 本研究の位置付けと手法

ボローニャの都市空間に関する研究は，歴史的中心

部の保存再生に関するものか，都市空間を形成する要

素を分析するものに分けられる．広域ネットワークの変

化と都市空間の変容の関連に着目した研究はない．ボ

ローニャの都市形成史に関しても，研究の背景として

各論文で論じられているのみであり，空間の変容とい

う視点から包括的に扱った研究はない．本研究では，広

域的視点と都市の空間形成を関連付けて論じ，かつ現

代の空間改変を歴史的変遷の中で位置付ける点に新規

性がある．

本研究では文献調査と地図の読解を通じて変遷を整

理していく．3章では，ロンバルディア平野の地域構造

の変容について分析する．古代からのポー川とアルピ

ノの地形を下敷きとした，広域ネットワークの段階的

整備に着目する．

4章では，ボローニャの都市形成史を地図と文献調査

から明らかにする．広域ネットワークの変容と空間形

成の関連に特に着目し，その影響を分析する．

5章では，前章までの内容を受けて現代における空間

の読み替えによる空間改変事例として，旧ナビレ港を

考察する．

3. ロンバルディア平野の地域構造の変遷

この章では，ロンバルディア平野の地域構造の変遷

について論じる．図–1に年表と地域構造の骨格となる

街道と河川，主要都市の配置の変遷を記す．主な資料

として 6)7)10) を，地図は 13)14)15) を用いて整理した．

ロンバルディア平野の古代の骨格は，紀元前 187年

に建設されたエミリア街道である．ポー川流域の都市

ピアチェンツァを支点に，南に迫るアルピノの麓を通っ

て東のリミニまで至る道である．この街道とポー川を

骨格として地域構造が形成されてきた．特に，ポー川下

流のデルタ地帯は 3つの支流から形成されており，広

大な湿地帯となっていた．

11世紀の第一回十字軍遠征により，ジェノヴァ，ベ

ネチアを起点とした内陸都市を結ぶ陸路が形成された．

ベネチアからリヨンを通り，パリまでつながるルート

などである．特に第 4回十字軍遠征でベネチアは地中

海貿易の拠点となり，内陸都市へ陸路を通って香辛料

が運搬されるようになる．十字軍遠征を通して，海洋

国家の隆盛と内陸都市の勃興が起こり，それらを結ぶ

陸路ネットワークが形成されたと言える．

これにより，都市内部での商業活動が活発化し，各

地で市民共同体コムーネが形成されていく．ロンバル

ディアにおけるコムーネ成立期においては 8)9) に詳し

いので，ここでは省略する．各コムーネは周辺農村の
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図–1 ロンバルディア平野の骨格と地域構造の変遷
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土地を管理し，小作制を敷き農村を支配した．農産物

の集散として交通の要衝であるボローニャのような都

市が徐々に栄えてくるのがこの時代である．

ポー川流域は特に農村の多い地域であるが，天井川

区間が多く頻繁に洪水被害にあっている．ポー川は洪

水の度にその流域を徐々に北へ移動している．大きな

被害は 1152年の洪水で，ポー川に隣接する都市フィカ

ローロ近辺の築堤を破壊し，甚大な被害を与えた．他

にも 1220年のアルジェラートでの氾濫や，1240年に

はパナーロ近辺で氾濫が起きている．15世紀から 17世

紀にかけて，ポー川流域では大規模な干拓と築堤の改

良が行われ，現在の姿になった．

19世紀の産業革命は，ロンバルディアの地域構造に

も影響を与えている．ボローニャにも 1858年にボロー

ニャ中央駅が整備され，操車場も設けられた．これに伴

い，物資の流動も陸路から鉄道へと移っていった．さら

に 1960年にはボローニャを経由しミラノからナポリま

でを結ぶ高速道路アウトストラーダが開通し，ボロー

ニャには旧市街北部にインターチェンジが整備された．

これにより，高速道路を介したネットワークが形成さ

れ，流動が自動車へとシフトしていった．

以上をまとめると，ロンバルディア平野の地域構造

の変遷は以下のようになる．ロンバルディア平野では古

代のエミリア街道建設に始まり，海洋国家と内陸都市

を結ぶ陸路が形成された 11世紀の十字軍遠征を経て，

コムーネの形成と干拓により拡大した農村の支配が進

み，その集散を行う都市が勃興してきた．流動ネット

ワークは鉄道の整備により陸路を離れ，現在は高速道

路を介した交通ネットワークが形成されている．次章

では，地域構造の変容と都市内部の空間がどのように

対応してきたかに着目する．

4. ボローニャの都市形成史

この章では，古くからロンバルディア平野における

交通の要衝として発展してきたボローニャに着目し，そ

の都市形成史をロンバルディア平野の地域構造との関

連から考察する．図–2に年表と各年代の施策をプロッ

トしたものを示す．ボローニャの都市形成史について，

4年代に分類し考察を行った．

(1) 基盤形成期（古代から中世まで）

(2) 市街地拡大期（中世からイタリア統一まで）

(3) 駅・旧市街開発期（イタリア統一から基本規制計

画まで）

(4) 旧市街保全期（基本規制計画から PRG予備計画

まで）

主な資料として 1)11) を，地図は 16)17) を用いて整理

した．

(1) 基盤形成期

ここでは，ボローニャの成立期から 15世紀前半まで

の変遷を見ていく．ボローニャはエミリア街道沿いに形

成された古代都市のボロニアを起源としている．エミ

リア街道に直行する形でグリッド上の街路が形成され，

6世紀に第一市壁が形成された．11世紀には市壁内の

人口増加により第二市壁が建設され，市街地の拡大が

行われた．このときにはグリッド街路は解消されてお

り，12世紀にレノ運河の開削が始まったとされている．

運河の開削を考慮すると，この時期には地形に沿って自

然発生的に街路が形成されたと考えられる．ボローニャ

の都市空間を象徴するポルティコはこの頃に成立した

と考えられており，1211年にはその所有を定める初め

ての規定が制定されている．1088年にはボローニャ大

学が建設されたが，当時は教室などを持たず，ポルティ

コ内で授業が行われていた．このようにボローニャの

都市空間を特徴付ける地形に沿った自然発生的な街路，

運河，大学施設，ポルティコの起源を古代から中世に

見ることができる．

1158年に神聖ローマ帝国からの侵略に対し，学生の

保護法令が公布されている．1164年にはロンバルディ

ア都市同盟に加盟し，自治都市コムーネとなった．さら

に 1256年には農奴解放を承認する初めてのコムーネと

なる天国法を発布しており，ボローニャが周辺の農村

を支配することなく農産物の集散都市として交通の要

衝として栄えることを決めた法律であると言える．交

通の要衝としての機能は，1500年に第三市壁内部にナ

ビレ港が建設されたことでさらに強まった．

14世紀には第三市壁の建設が行われ，さらに市街地

が拡張された．このときに重要な役割を果たしたのは

修道院である．ボローニャに関する最も古い地図はバ

チカン宮殿内の壁画 16)に描かれているボローニャ市街

地であるが，この壁画にも修道院の建物が強く表現さ

れている．壁画を見ると，当時のボローニャは市壁内

部に農地が残り，建物が修道院を中心にして建てられ

ていることがわかる．市街地の拡張はこの修道院を核

として行われたと考えられており，修道院の土地を分

割し永代借地権により配分された．永代借地権は 29年

を期限に契約されており，修道院内での手工業も行わ

れ生活の拠点として機能していたと考えられる．

このように，古代から中世にかけてはボローニャの

都市空間の骨格としての地形と運河，それに対応した

街路とポルティコ，交通の要衝としての自治都市の起

源があると考えられる．

(2) 市街地拡大期

中世までの旧市街中心部の形成が終わり，次に郊外

へと伸びる市街地の整備が行われる．その際，ボロー
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(3)1890 年
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②ポルティコ
の郊外延伸

マルビギ広場

駅の整備

インディペンデンツァ通り整備

ラヴェニャーナ広場拡張

フィオーリ地区の整備

カヴール広場拡張

マルビギ広場

北西部の区画整理

通りと広場整備 ファリーニ通り整備

アレーナ・デル・ソーレ劇場

コルソ劇場
コンタバッリ劇場

モンタニョーラ公園

①ポルティコ
の郊外延伸

旧ナビレ港基本規制計画の策定：都市部人口増加に対応する街路の拡幅と広場の整備
ミンゲッティ広場の開場
市壁の取り壊しが始まる．都市化が進行
公共下水道の整備完了．水路が埋め立てられる
WW1以降，城壁外の集落を核として市街化が進行する．
駅北のボロニーナ地区は労働者街，エミリア街道沿いは中産階級の住宅街．
ファシズム期は一貫性のない都市整備がなされる
新基本規制計画（PRG）：無闇な建設投資を促進
歴史的中心部の保護運動が活発化
歴史的市街地の建物調査実施
マッジョーレ広場の歩行者空間整備．ボローニャ初の保全整備事業
市が歴史的中心部の計画修正案を承認（基本調整計画PRG）
丹下研究室作成のPRG変更計画を市が認可
PRG予備計画策定．5つのフィジカルプラン．

第一市壁の建設．中心部のグリッド状街路が形成
第二市壁の建設
ボローニャ大学建設．まとまった敷地がなくポルティコで授業を行う
レノ運河の開削が始まる
神聖ローマ帝国皇帝フリードリヒ1世がボローニャ大学の学生の保護法令交付
ロンバルディア都市同盟の一員として自治都市になる．
神聖ローマ帝国皇帝が同盟都市とコンスタンツ和約を結ぶ．自治が保証される
後にマッジョーレ広場と市庁舎の立つ用地を市が取得．
ポルティコの公道占用禁止法令
天国法を発布．農奴解放を承認する最初のコムーネに
第三市壁の建設
ナビレ港が建設される
ローマ教皇領になる．
修道院を中心に市街地が拡大．敷地を分割し，永代借地権により配分
アレマンニ教会，マッツィーニ門間のポルティコ整備　…　①
リコヴェロの大ポルティコ整備
サン・ルーカのポルティコ整備　…　②
マルビギ広場が市場として利用され始める
ナビレ港を拠点として塩の集積所として栄える
ナポレオンがボローニャを占領
メロンチェッロから墓地に使われていたカルテジオ修道院へ至るポルティコの建設
コルソ劇場の整備
モンタニョーラ公園の整備
アレーナ・デル・ソーレ劇場の整備（既存修道院の上階に設けた）
コンタバッリ劇場の整備（サン・マルチーノ・マッジョーレ修道院の背後に設けた）
駅が開設される
フィオーリ地区で建物の取り壊しが相次ぐ
サラゴッツァ通りの拡張，城門近傍の広場の建設
カブール広場の拡張
国立銀行と貯蓄銀行の建設工事開始．広場用地確保のため周辺の建物取壊し
ファリーニ通りの整備
ラヴェニャーナ広場の交通改善のため，マルベッツィ教会の取り壊し
マルゲリータ公園の建設工事開始
ファリーニ通り沿いに貯蓄銀行の建設が完了
マッジョーレ広場の市場がサン・フランチェスコ広場に移動
駅と歴史的中心部を結ぶインディペンデンツァ通り開通
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図–2 ボローニャの都市形成史年表と各年代の地図

ニャの都市空間の言語であるポルティコが利用されて

いく．旧市街東側のマッツィーニ門からアレマンニ教

会へのポルティコや，西側のサン・ルーカへと伸びる

ポルティコなどがそれである．このほかにも郊外へ伸

びる並木道の整備が行われている．ナビレ港はこの頃

から塩の集積所として栄え，エミリア街道に接しサン・

フランチェスコ聖堂の前に位置するマルビギ広場が市

場として利用され始めたのはこの時期であるとされて

いる．

一方，歴史的中心部ではコルソ劇場，アレーナ・デ

ル・ソーレ劇場，コンタバッリ劇場，モンタニョーラ公

園が建設され，文化的施設の整備が進められた．これ

は歴史的中心部に受け入れられやすい建築様式を用い

て都市開発を行うため，あえて権威的な古典様式の文

化施設を整備したのだと考えられる．

このように，この時代の都市開発は，ポルティコと

いう既存の空間概念や，古典様式の建築を用いること

で都市開発を推し進めようとした時代であると言える．

ナビレ港のさらなる発展や，マルビギ広場の利用を見

ると，交通の要衝としての重要度がさらに増し，それ

に応じた都市開発を行う際に既存の空間概念を用いた

ものと考えられる．
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250m

N

 1．港の遺構を活かした階段状のステージ

 2．低密度な敷地と地形を活かしたオープンスペース

図–3 旧ナビレ港の遺構を生かした空間改変

(3) 駅・旧市街開発期

1861年のイタリア統一に先駆け，1858年には鉄道が

開通し旧市街の北側に隣接して駅が開設された．これ

を契機として，ボローニャ旧市街中心部は大きく改変

することになる．駅とマッジョーレ広場をつなぐイン

ディペンデンツァ通りの整備に伴い，マッジョーレ広場

周辺の建物は取り壊されている．マッジョーレ広場を

囲むようにして，ラヴェニャーナ広場，カヴール広場，

ファリーニ通りの整備が行われ，整備・拡張や新しい

銀行の建設に伴う歴史的建築物の取り壊しが相次いで

起きた．また，1890年の地図（図–2）を見るとナビレ

港周辺の旧市街北西部は放射状の街路が計画されてい

ることがわかる．

このように，駅の建設に伴い歴史的中心部は大きく

改変された．その原因は，新たな広域ネットワークと都

市との接点となる駅を旧市街周縁部に置いたことによ

り歴史的中心部と接続する必要が出てきたこと，人口

の流入が加速したことで街路の拡幅，広場の整備，銀

行の建設が必要となり周辺建築物の取り壊しが行われ

たことが挙げられる．流動の原理が変わることによっ

て，駅が旧市街の端に置かれたとしても旧市街の中心

部に至るまで影響があることがわかる．

(4) 旧市街保全期

駅が建設され歴史的中心部の開発圧が強まる中，1889

年に基本規制計画が策定される．これは農業恐慌に伴

う都市部の人口増加に対応するための道路整備を行う

計画であり，歴史的中心部の再開発をさらに加速させ

る計画であった．結局この計画は未完に終わるが，一

部の計画（ミンゲッティ広場の整備など）は実際に施

工された．さらに都市化が進行し 1902年の市壁が取り

壊し取り壊され，1913年の公共下水道の整備に伴って

市内を通る運河の暗渠化が行われた．物資の流動は鉄

道がメインになっており，市内を水路が流れている必

要がなくなったことが 1つの要因だと考えられる．

1958年には新基本規制計画（PRG）が制定され，さ

らに建設投資が促進された．これに反対する住民，専門

家により歴史的中心部の保護運動が行われ，1969年の

PRG修正，1970年の PRG変更計画（丹下健三研究室

作成），1985年の PRG予備計画の策定につながってい

る．計画の詳細に関しては 1)2)11)に詳しいのでここで

は省略するが，丹下健三の提案した 1970年 PRG変更

計画では高速道路のインターチェンジを囲むように市

街地の整備が計画されており，新たな交通モードを見

据えた市街地拡張計画になっている．ここにも広域の

流動原理の変化に応じた都市空間の応答が読み取れる．

以上のように，ボローニャ旧市街は広域の流動原理

の変化から歴史的市街地の開発圧力が高まったものの，
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歴史的中心部の保護運動により現在も密度の高い中心

部が保たれていることが明らかとなった．

5. 旧ナビレ港の空間改変

この章では，前章までのボローニャの都市形成史を

踏まえて，広域の流動原理から重要性が失われてきた

旧ナビレ港の空間改変について考察する．敷地の配置

等を図–3に示す．図の配置計画は 12) から引用して掲

載している．

旧ナビレ港はロンバルディア平野に対してボローニャ

から河川を通じて物資を運ぶ際の重要な拠点であった．

しかし，駅の開設に伴い広域ネットワークと都市との

接点としての重要性を失い，旧市街北西部の再開発に

飲み込まれた地区である．

この地区の整備計画は建築家のアルド・ロッシによ

り 1985年に作成された．港の南側に位置するタバコ工

場の再生も含む，広さ 10ha，住宅 120戸，駐車場，大

学のコミュニケーションセンター，ギャラリー，市の映

画技術センターなどを含む複合開発である．旧港部分

は掘り込みの運河を保存し，その運河を見下ろす階段

上のステージを設けている．階段を登ると旧タバコ工

場の空地を利用した芝生の広場があり，程よい囲繞感

と段差による解放感とが共存する地域の憩いのスペー

スとして利用されている．また，中心部から離れ密度

の薄いこの地区に大学施設の誘致やギャラリーを整備

したことで，ゆったりとした空地の多様な利用が誘発

されていると言える．

このように，地域構造が変化する中で見棄てられて

いく空間は，むしろ掘り込みの地形や周辺より密度の

低い市街地などの空間的な特徴を活かした再生により，

密度の高い中心部が担えない空間の質を持ちうると考

えられる．

6. 結論

本研究では，ロンバルディア平野の段階的整備に着

目し，交通の要衝として発展してきたボローニャの都

市形成史を地域構造との関連から読み解くことで，現

代における空間改変の意義を考察した．

ロンバルディア平野では陸路から河川，河川から鉄

道，鉄道から自動車へと流動が移っていったが，運河を

骨格として街路が引かれたことなど，地域構造が都市

形成にも影響を与えていることが明らかとなった．運

河と街道の結節点であり農奴を解放し自治都市となる

ことで交通の要衝としての機能を強めていったボロー

ニャの歴史的中心部では，駅開設に伴い開発圧の高ま

りから歴史的建築物の取り壊し繋がっていったと言え

る．しかし，旧ナビレ港の空間改変のように地域構造

の変化から密度の低くなった市街地に，密度の高い中

心部では担えない空間を用意することの有用性も明ら

かとなった．このような空間改変に対し，地域構造と

都市形成の関連を見ていく中で意義付けを行った点に，

特に本研究の意義があると考えている．

ロンバルディア平野のような流動原理の変化は，世

界中の様々な地域で見受けられるものと考えられる．本

研究の枠組みで読み解いていくことで，地域構造の変

化から見棄てられがちな空間を再度活用していく手が

かりが得られるものと考えている．
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